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1.背景

3

⽇本各地での地震や津波、豪⾬等の⾃然災害の
増加に伴い、避難場所の⾒直し等が進んでいる

酒⽥市の最新版ハザードマップによると、
⼀番早い箇所で9分で13.3mの津波が到来する

現
状
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1.背景
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9分で
13.3m
の津波が
到達︕︕

酒⽥市津波
ハザードマップ

1)酒⽥市津波ハザードマップ - 酒⽥市
マグニチュード7.7を想定
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1.背景
現在地点から適切な避難場所を

判断し、避難するための⽀援が必要だと考えた

5

スマートフォンアプリによって
解決できないか検討

昨年度はオフライン・オンライン版
津波避難⽀援アプリをそれぞれ開発
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(1)Mapbox
・現在地に移動
・⻑押しした地点まで誘導
・経路指⽰を⼀覧表⽰
・経路の全体確認
・ノースアップ切替
・ヘディングアップ切替
・⾳声案内

津波避難アプリ

2. 昨年度開発したアプリについて

現在地表⽰ 誘導画⾯避難場所選択

ノースアップ : 北が画⾯上部に
ヘディングアップ : ⾒ている⽅向が画⾯上部に

オフライン版
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(2)GoogleMaps
津波避難アプリ
・地名の検索
・現在地の共有
・道路の混雑度表⽰
・ホイッスル機能
・現在地に移動
・マップ切替

Googleマップ
・選択した地点まで誘導
・Googleマップの機能

津波避難アプリ
Googleマップ

避難場所選択現在地表⽰ 各ボタン機能
誘導画⾯

2.昨年度開発したアプリについて
オンライン版
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2.昨年度開発したアプリについて
実現した機能

⑥⾳声案内ができる①現在地が確認できる
⑦施設の検索ができる②経路表⽰がされた
⑧現在地の共有ができる(LINEなど)③現在地ボタンで現在地に戻れる
⑨道路の混雑が分かる④⽅位マークで向きを変更できる
⑩ホイッスルで⾃分のいる位置を

知らせることができる⑤オフライン対応ができる

⼀番近い避難場所までの経路を案内するアプリを開発
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2.昨年度開発したアプリについて
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課題
・標⾼データの導⼊

・酒⽥市は洪⽔の災害頻度も⾼い

・災害警報等の通知の受け取り

・庄内全域で活⽤できるアプリ

洪⽔マップの追加

国⼟地理院で取得 Lアラートで受信

データベースの導⼊

酒⽥市危機管理課でレビュー

防災アプリガイドラインより

今後実現したい機能
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現在リリースされている防災アプリ、サービス(⼀部)を再度調査
3.現状調査
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3.現状調査
最寄りの施設⼀覧 避難場所の情報

・最寄りの施設の
⼀覧表⽰がある

・避難場所の住所
標⾼が分かる

2)goo防災アプリ - NTTレゾナント
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3.現状調査

重ねるハザードマップ

・洪⽔マップや
津波マップなどに
切り替えができる

3)重ねるハザードマップ - 国⼟地理院
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4.課題と解決⽬標

(1)現在地に津波や洪⽔が到達するかしないかの判断が難しい

(2)庄内地域は洪⽔の発⽣も多い

(3)避難場所のデータがプログラムに直接書かれていて

追加や削除が容易にできない

(4)昨年度の年度のアプリでは酒⽥市でしか対応していない

(5)現在地から⼀番近い避難場所を表⽰できるが、

安全な避難先かの判断が難しい
13
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4.課題と解決⽬標
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(1)現在地に津波や洪⽔が到達するか
しないかの判断が難しい

洪⽔ver津波ver

津波浸⽔、洪⽔想定区域を
反映し、判断の⼿助けを⾏う
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4.課題と解決⽬標
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気象情報を閲覧可能にする 

(2)庄内地域は洪⽔の発⽣も多い

1⽉１１⽇（⽔） 晴れ

1⽉１２⽇（⽊） 晴れ

1⽉１３⽇（⾦） ⾬
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4.課題と解決⽬標
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避難場所のデータベース化を
⾏い処理を容易にする

(3)避難場所のデータが
プログラムに直接書かれていて
追加や削除が容易にできない
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4.課題と解決⽬標
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(4)昨年度のアプリでは酒⽥市のみ対応

避難アプリ対象地域を
庄内地域全域に拡⼤

遊佐町

酒田市

鶴岡市
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4.課題と解決⽬標
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(5)現在地から⼀番近い避難場所を表⽰できるが
安全な避難先かの判断が難しい

避難場所選択時や避難場所⼀覧に
標⾼情報を追加する 標⾼順 距離順

4.9m

3.6m

10.1m

3.4m

10.4m

8.4m
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5.1 システムの⽬的
本システムは、津波や洪⽔が発⽣したとき最寄りの避難場所への
誘導ができ、避難場所や現在地の標⾼がわかるアプリを提供する

5.2 システムの利⽤者、利⽤場所
利⽤者は庄内地区在住または通勤者を対象とし、
利⽤場所は庄内地区とする

5.3 前提条件・制約条件
Androidのスマートフォンでの利⽤
インターネットの利⽤を想定してオンライン版アプリの開発

5.課題解決の提案
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ソフトウェア構成
開発環境

5.課題解決の提案

利⽤API,データなど

基礎マップデータ 追加データ

android向け統合開発環境 開発⾔語

(津波、洪⽔想定区域)

(避難場所、標⾼)＋

＋

(気象情報)
4)Google : GoogleMapPlatform

5)国⼟交通省 : 津波浸⽔想定区域・洪⽔想定区域

7)OpenWeather : OpenWeatherMap

6)国⼟地理院 : 指定緊急避難場所
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6.各機能開発の流れ
(1)避難場所のデータベース化

データベースに
国⼟地理院の指定緊急避難場所データを⼊れる

JDBCドライバを使⽤し、データベースと接続する

SQL⽂を使い、データを取得する

そのデータを使い、マップ上にピンを設置する
21

SQL文で
リクエスト

データを
取得
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6.各機能開発の流れ

(2)現在地の標⾼の表⽰

国⼟地理院で提供されているWebAPIを利⽤する

現在地の緯度と経度をWebAPIに送信する

受け取ったJSONファイルから標⾼データを取得する

22

HTTP通信
JSON
ファイル
の取得
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6.各機能開発の流れ

(3)天気の表⽰

OpenWeatherMapのWebAPIを利⽤する

天気を取得したい地名を
WebAPIに送信する

受け取ったJSONファイルから天気データを
取得する

23

HTTP通信
JSONファイルの
取得
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6.各機能開発の流れ

取り出す

変換

色の設定
<PolyStyle>
<color>90FFFFFF</color>
<fill>1</fill><outline>1</outline>
</PolyStyle>

座標の指定
<coordinates>
139.858643,38.9345779
139.858643,38.9346619
139.858521,38.9346619
</coordinates>

KMLファイルの中身

GML・・・Geography Markup Language
KML・・・Keyhole Markup Language

ダウンロード

(4)津波浸⽔想定区域、洪⽔想定区域の表⽰
GMLファイル Shapeファイル

KMLファイル

8)地理情報分析⽀援システム
MANDARA10
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6.各機能開発の流れ

GMLファイル Shapeファイル
取り出す

PNG画像

変換

ダウンロード

(4)津波浸⽔想定区域、洪⽔想定区域の表⽰

KMLファイル PNG画像

約１分 １秒未満

切り替え時間
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7.画⾯構成（UI）
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ホーム画面 避難場所一覧
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7.画⾯構成（UI）

27
避難場所を選択経路表示
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7.画⾯構成 （UI）

28

災害情報ボタン
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7.画⾯構成 （UI）
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気象・天気ボタン
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7.画⾯構成 （UI）

30

共有ボタン
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7.画⾯構成 （UI）
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現在地ボタン
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7.画⾯構成 （UI）

32

マップ切替ボタン 津波

洪⽔

衛星写真
路⾯混雑度
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8.アプリ概要
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ユースケース
・・・今年実装済みの機能
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10.アピールポイント

・避難したい避難場所を選択すると、最短距離で
ナビが開始される

・気象情報を確認できる

・避難場所と現在地の標⾼がわかる

35
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10.アピールポイント
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・距離順、標⾼順に避難場所の⼀覧を
確認できる

・津波浸⽔想定区域と洪⽔想定区域のマップに
切り替えられる
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11.ユーザー評価
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・必要な機能が⼀通りあるのが良い
・天気予報の表⽰が遅い
・避難所⼀覧の情報量が少ない

学校関係者、計12名にアンケート調査を⾏った
機能について

デザインについて

・わかりやすいデザイン
・避難ボタンがわかりにくい
・標⾼表⽰が⼩さく⾒にくい

5:良い
4:どちらかというと良い
3:ふつう
2:どちらかというと悪い
1:悪い
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11.ユーザー評価
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要望を受けて改善

機
能
に
つ
い
て

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

・避難場所⼀覧の情報量が少ない

・標⾼表⽰が⼩さく⾒にくい

・天気予報の表⽰が遅い

・避難ボタンがわかりにくい



Copyright © Shonai College of Industry and Technology. All Rights Reserved.
SHONAI COLLEGE OF INDUSTRY & TECHNOLOGY

12.今後の課題
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・iOS版の開発 ・アプリリリースを本格的に検討

クロスプラット
フォーム

避難場所との協⼒

GooglePlayに審査

・避難場所ごとの混雑度を視覚化
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13.課題研究の総括
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解決⽬標について
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13.課題研究の総括
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実現したいと考えた機能について

△
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1)酒⽥市 : 酒⽥市津波ハザードマップ
https://www.city.sakata.lg.jp/bousai/bousai/tsunami/tsunami-hazardmap.files/00_ALL_a1_omote.pdf

2)NTT Resonant Inc. : goo防災アプリ
http://advance.bousai.goo.ne.jp/web/

3)国⼟地理院 : 重ねるハザードマップ
https://disaportal.gsi.go.jp/maps/?ll=35.353216,138.735352&z=5&base=pale&vs=c1j0l0u0t0h0z0

4)Google : GoogleMapPlatform
https://mapsplatform.google.com/intl/ja/

5)国⼟交通省 : 津波浸⽔想定区域・洪⽔想定区域
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/index.html

6)国⼟地理院 : 指定緊急避難場所
https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/hinanbasho.html

7)OpenWeather : OpenWeatherMap
https://openweathermap.org/

8)地理情報分析⽀援システム MANDARA10
https://ktgis.net/mandara/


